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復 元 工 事
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第
一
節

工
事
概
要

工
事
名
称

大
洲
城
天
守
閣
復
元
工
事

工
事
場
所

愛
媛
県
大
洲
市
大
洲
九
○
三
番
地

工
事
種
別

増
築

区
域
指
定

都
市
計
画
区
域
内

用
途
地
域

指
定
な
し

防
火
地
域

指
定
な
し

そ
の
他
の
地
域
指
定

愛
媛
県
指
定
史
跡
「
大
洲
城
跡
」

構
造
・
規
模

天
守

木
造
本
瓦
葺
四
層
四
階
建
て

各
階
床
面
積
一
階

一
六
二
・
九
○

㎡
（
四
九
・
四
坪
）

二
階

一
○
九
・
八
八

㎡
（
三
三
・
三
坪
）

三
階

六
七
・
二
○

㎡
（
二
○
・
四
坪
）

四
階

三
八
・
五
五

㎡
（
一
一
・
七
坪
）

延
べ
面
積

三
七
八
・
五
三

㎡
（
一
一
五
坪
）

軒
高

一
六
・
三
六
二
ｍ
（
五
四
・
○
尺
）

最
高
高
さ

一
九
・
一
五
○
ｍ
（
六
三
・
二
尺
）

多
聞
櫓

木
造
本
瓦
葺
き
平
屋
建
て

北
多
聞
櫓
床
面
積

四
一
・
三
八

㎡
（
一
二
・
五
坪
）

軒
高

三
・
五
七

ｍ
（
一
一
・
八
尺
）

最
高
高
さ

四
・
九
三

ｍ
（
一
六
・
三
尺
）

西
多
聞
櫓
床
面
積

四
一
・
一
七

㎡
（
一
二
・
五
坪
）

軒
高

三
・
七
八

ｍ
（
一
二
・
五
尺
）

最
高
高
さ

五
・
一
五

ｍ
（
一
七
・
○
尺
）

そ
の
他

建
築
基
準
法
第
三
条
第
一
項
第
四
号
適
用
（
平
成
十
三
年
六
月
二
十
七
日
建
七
七

九
号
認
定
）
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第
二
節

工
事
関
係
者

発
注
者

大
洲
市

基
本
設
計

（
故
）
宮
上
茂
隆

設
計
監
理

統
括

�
三
宿
工
房

冨
士
川
俊
輔

協
力

竹
林
舎
建
築
研
究
所
�

木
岡
敬
雄

〃

�
前
川
建
築
研
究
室

前
川

康

〃

�
増
田
建
築
構
造
事
務
所

増
田
一
眞

監
修

�
建
築
文
化
研
究
所

八
木
清
勝

木
材
納
入

大
洲
市
森
林
組
合

窪
田
亀
一

木
曽
木
材
工
業
協
同
組
合

柴
原
秀
満

�
河
井
銘
木
店

籏

政
弘

池
田
木
材
�

池
田
聡
寿

施
工
者

�
間
組
四
国
支
店

大
洲
城
作
業
所

所
長

外
舘

寛

主
任

中
村
一
男

各
工
事
担
当
者
一
覧

仮
設
工
事

青
山
機
工
�

辻

達
也

深
田
鉄
工
�

深
田
義
徳

松
本
建
設
�

松
本

武

讃
岐
リ
ー
ス
�

山
下

博

石
垣
工
事
、
石
工
事

和
田
石
材
建
設
�

和
田
行
雄

基
礎
工
事

向
成
建
設
�

葛
城
光
明

�
田
中
建
設

田
中
茂
宏

�
カ
ナ
ッ
ク
ス

松
木

明

木
工
事

�
石
森
屋
材
木
店

石
森
修
一
郎

井
波
社
寺
建
築

野
村
克
己

大
洲
大
工
組
合

菅
野
隆
次

左
官
工
事

�
城
ノ
戸
技
建

城
ノ
戸

忠

�
濱
崎
組

濱
崎
増
司

屋
根
工
事

坂
井
製
瓦
工
場

坂
井

満

�
日
野
吉
瓦
工
業

川
島
恒
夫

�
児
島
工
務
店

野
沢
敏
則

建
具
工
事

�
石
森
屋
材
木
店

石
森
修
一
郎

井
波
社
寺
建
築

野
村
克
己

藤
井
建
具
店

藤
井
秀
和

金
物
工
事

�
小
山
建
設

小
山
忠
光

東
板
金
店

東

重
徳

白
鷹
幸
伯

�
満
野
大
商
店

高
畑
道
明

塗
装
工
事

�
内
藤
工
業

内
藤
昌
典

雑
工
事

�
イ
ト
ー
キ
松
山
支
店

黒
川
真
一

電
気
設
備
工
事

�
四
電
工

後
藤
福
男

給
排
水
消
火
設
備
工
事

�
四
電
工

八
束
正
彦

付
帯
設
備
工
事

大
竹
建
設
�

大
竹
健
次

�
フ
ロ
ム
ト
ゥ

神
田
義
明

�
サ
カ
ワ

一
ノ
本
主
税

�
グ
リ
ー
ン
ク
ロ
ス

橋
本
尚
人

�
小
山
建
設

小
山
忠
光

グ
ロ
ー
リ
ー
商
事
�

森
下
保
夫
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ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
外
灯
工
事

�
四
電
工

後
藤
福
男

�
内
原
智
史
デ
ザ
イ
ン
事
務
所

内
原
智
史

第
三
節

工
事
工
程

平
成
十
三
年

七
月

一
日

準
備
工
事
開
始

平
成
十
三
年

九
月

三
十
日

手
斧
始
め
式

平
成
十
三
年

十
月

五
日

石
垣
修
理
開
始

平
成
十
三
年
十
二
月

四
日

現
場
事
務
所
、
仮
囲
設
置
開
始

平
成
十
四
年

一
月

七
日

搬
入
道
路
整
備
開
始

平
成
十
四
年

一
月
二
十
四
日

遣
り
方
、
測
量
開
始

平
成
十
四
年

二
月

五
日

起
工
式

平
成
十
四
年

二
月

十
三
日

杭
工
事
開
始
、
木
材
搬
入
開
始

平
成
十
四
年

二
月

十
八
日

木
材
加
工
開
始

平
成
十
四
年

三
月
二
十
五
日

基
礎
工
事
開
始

平
成
十
四
年

五
月
二
十
七
日

石
垣
工
事
開
始

平
成
十
四
年

六
月

一
日

木
曳
式

平
成
十
四
年

七
月

八
日

素
屋
根
組
立
開
始

平
成
十
四
年

九
月
二
十
三
日

土
台
ひ
か
り
付
け
開
始

平
成
十
四
年

九
月
二
十
四
日

既
存
重
文
櫓
増
築
部
解
体
開
始

平
成
十
四
年

十
月

四
日

立
柱
式

平
成
十
四
年

十
月

十
四
日

天
守
一
層
建
方
開
始

平
成
十
四
年
十
一
月

十
八
日

荒
壁
土
拵
え
開
始

平
成
十
四
年
十
二
月

四
日

天
守
二
層
建
方
開
始

平
成
十
五
年

一
月

二
十
日

天
守
三
層
建
方
開
始

平
成
十
五
年

二
月
二
十
二
日

天
守
四
層
建
方
開
始

平
成
十
五
年

三
月

十
四
日

天
守
四
層
小
屋
組
建
方
開
始

平
成
十
五
年

三
月
三
十
一
日

北
多
聞
櫓
建
方
開
始

平
成
十
五
年

四
月

四
日

上
棟
式

平
成
十
五
年

四
月

十
四
日

天
守
一
層
小
舞
掻
き
開
始

平
成
十
五
年

四
月

十
五
日

天
守
一
層
窓
枠
他
、
内
法
部
材
取
付
開
始

平
成
十
五
年

四
月
二
十
四
日

西
多
聞
櫓
建
方
開
始

平
成
十
五
年

五
月

十
四
日

天
守
破
風
取
付
け
開
始

平
成
十
五
年

五
月
二
十
六
日

荒
土
打
ち
開
始

平
成
十
五
年

六
月

十
六
日

屋
根
土
居
葺
開
始

平
成
十
五
年

七
月

二
日

屋
根
瓦
葺
開
始

平
成
十
五
年

七
月

三
日

床
根
太
取
付
け
開
始

平
成
十
五
年

八
月

六
日

鯱
瓦
取
付
け

平
成
十
五
年

九
月

二
日

防
災
付
帯
設
備
外
部
埋
設
配
管
布
設
開
始

平
成
十
五
年

九
月

十
日

床
板
貼
り
開
始

平
成
十
五
年

十
月

四
日

外
壁
下
見
板
組
立
開
始

平
成
十
五
年

十
月

十
五
日

既
存
重
文
櫓
修
理
足
場
組
立
開
始

平
成
十
五
年

十
月
二
十
八
日

既
存
重
文
櫓
修
理
開
始

平
成
十
六
年

一
月

十
二
日

天
守
漆
喰
仕
上
げ
開
始

平
成
十
六
年

五
月

十
二
日

建
具
取
付
け
開
始

平
成
十
六
年

五
月

十
八
日

素
屋
根
解
体
開
始

平
成
十
六
年

七
月

五
日

外
構
工
事
・
外
灯
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
工
事
開
始

平
成
十
六
年

七
月

十
二
日

外
部
サ
イ
ン
工
事
開
始

平
成
十
六
年

七
月

三
十
日

竣
工
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第
四
節

工
事
実
施
仕
様

一

技
術
者
選
定
に
つ
い
て

大
洲
は
古
く
か
ら
の
都
市
の
景
観
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
町
で
あ
る
。
こ
の
歴
史

的
な
景
観
は
当
然
、
江
戸
時
代
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
後
の
時
代
の
変
遷
を
受

け
、
少
し
ず
つ
変
化
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
古
い
都
市
の
景

観
を
保
っ
て
い
る
と
高
く
評
価
で
き
る
の
は
、
単
に
懐
古
趣
味
に
よ
る
の
で
な
く
次

の
よ
う
な
理
由
に
拠
る
。

昔
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
大
洲
の
景
観
を
構
成
す
る
の
は
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
え

ら
れ
て
き
た
「
貫
」
に
よ
る
構
造
技
法
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
建
築
群
で
あ
る
。
そ

の
構
造
技
法
が
、
そ
れ
ら
の
建
築
が
成
立
つ
た
め
に
使
用
す
る
素
材
を
制
限
し
、
ひ

い
て
は
そ
の
デ
ザ
イ
ン
表
現
の
規
定
を
し
、
町
並
に
統
一
的
な
景
観
を
醸
し
だ
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
今
日
、
こ
の
生
活
に
根
ざ
し
た
「
身
近
な
風
景
」
が
意
義

あ
る
景
観
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
歴
史
的
な
景
観
で
あ
る
「
原

風
景
」
を
活
か
し
て
行
く
た
め
に
は
、
そ
の
都
市
景
観
の
「
要
」
と
し
て
の
天
守
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
天
守
の
復
元
に
際
し
て
は
、
現
代
技
術
を
駆
使
し
て
現

行
法
規
に
基
づ
く
外
観
だ
け
の
建
物
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。

市
民
の
文
化
の
拠
と
な
り
う
る
伝
統
技
法
に
基
づ
い
た
復
元
が
必
要
で
あ
る
。

現
代
の
一
般
的
な
技
術
者
の
多
く
は
、
貫
に
よ
る
「
伝
統
工
法
」
を
正
確
に
認
識

し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
同
じ
木
造
構
法
の
、
い
う
な
れ
ば
狭
い
範
囲
内
の
技
法
違
い

の
話
で
あ
る
た
め
に
、
実
は
構
造
方
式
の
重
大
な
違
い
で
あ
る
こ
と
を
、
正
確
に
理

解
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
技
術
者
、
特
に
大
工
仕
事
に
於

い
て
、
安
易
に
「
出
来
る
」
と
言
い
き
ら
れ
て
し
ま
う
事
態
が
生
じ
や
す
い
。
し
か

し
、
完
全
な
る
復
元
を
目
指
す
に
当
っ
て
は
、
そ
の
様
な
技
術
者
の
言
明
を
簡
単
に

信
頼
す
る
こ
と
は
、
危
険
が
伴
う
。
そ
れ
は
復
元
設
計
の
図
書
や
仕
様
書
を
、
細
部

に
亘
っ
て
如
何
に
厳
密
に
表
記
し
て
も
、
そ
れ
を
読
み
と
る
能
力
が
な
い
場
合
に
は
、

単
な
る
希
望
的
な
表
記
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
技
術
力
不
足
の

者
に
能
力
を
超
え
て
上
手
く
や
る
こ
と
を
指
示
し
て
も
、
実
現
は
不
可
能
で
あ
る
し
、

技
術
力
不
足
の
者
が
上
達
す
る
の
を
待
つ
時
間
も
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

こ
の
様
な
事
態
を
防
ぐ
為
に
は
、
充
分
に
経
験
の
あ
る
技
術
者
を
選
ぶ
こ
と
が
重

要
と
な
る
。
経
験
の
乏
し
い
技
術
者
が
見
よ
う
見
ま
ね
で
施
工
す
る
事
態
と
、
経
験

あ
る
技
術
者
が
そ
の
腕
を
振
う
状
況
で
は
明
ら
か
に
そ
の
出
来
上
が
り
が
異
な
る
。

ま
た
、
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
行
う
工
事
で
は
、
経
験
の
な
い
技
術
者
が
処
置
し
た

場
合
に
は
、
ど
う
し
て
も
対
処
療
法
的
な
施
工
方
法
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
影
響

は
、
出
来
上
り
の
善
し
悪
し
は
措
く
と
し
て
も
、
建
物
の
強
度
や
耐
久
性
に
深
く
係

わ
る
こ
と
に
な
る
。

本
工
事
を
実
施
し
て
い
く
為
に
は
、
優
れ
た
大
工
の
棟
梁
の
人
選
が
必
要
で
あ
っ

た
。
最
終
的
に
、
堂
宮
大
工
や
彫
物
大
工
達
が
共
に
暮
ら
し
、
技
を
競
い
合
っ
て
い

る
富
山
県
井
波
地
方
の
、
棟
梁
野
村
克
己
氏
に
協
力
を
仰
い
だ
。
現
場
で
の
木
材
の

選
別
や
原
寸
図
の
引
付
け
、
墨
付
け
等
は
野
村
棟
梁
の
監
督
の
下
に
若
き
副
棟
梁
永

山
守
氏
が
行
っ
た
。
更
に
、
副
棟
梁
は
、
地
元
の
大
工
た
ち
の
協
力
を
得
て
、
刻
み

作
業
や
建
方
作
業
の
進
行
を
監
督
し
た
。

左
官
に
関
し
て
は
地
元
大
洲
に
、
経
験
豊
か
な
優
れ
た
技
術
者
が
居
る
と
い
う
こ

と
で
、
工
事
を
受
注
し
た
�
間
組
か
ら
施
工
に
際
し
て
仕
事
を
依
頼
し
た
。

四
国
と
は
い
え
こ
こ
大
洲
は
、
冬
季
に
関
門
海
峡
を
抜
け
て
く
る
北
西
風
の
た
め

に
積
雪
が
み
ら
れ
、
ま
た
盆
地
の
地
形
の
た
め
に
気
温
の
下
が
り
は
著
し
い
。
こ
の

為
、
瓦
に
は
耐
寒
性
能
が
要
求
さ
れ
る
の
で
、
検
討
の
結
果
、
性
能
と
コ
ス
ト
の
観

点
か
ら
岐
阜
産
と
決
定
し
た
。
ま
た
、
瓦
葺
職
人
は
、
瓦
製
作
者
が
抱
え
て
い
る
職
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人
の
内
、
経
験
豊
か
な
川
島
恒
夫
氏
が
監
督
と
し
て
参
加
し
た
。
氏
は
原
寸
図
作
成

時
の
打
合
せ
に
は
指
導
的
な
立
場
で
参
加
し
、
瓦
の
割
付
作
業
を
行
い
、
唐
破
風
の

掛
瓦
部
は
自
ら
の
手
で
施
工
し
た
。

工
事
に
携
わ
っ
た
技
術
者
（
代
表
者
は
第
二
節
の
工
事
関
係
者
を
参
照
）

木
工
事井

波
社
寺
建
築

永
山

守

河
村
満
夫

山
本
和
幸

中
山
貞
之

曽
和
利
光

大
洲
大
工
組
合

増
田
和
義

久
保
正
文

上
田

正

松
田
安
秀

中
塚
正
敏

梅
園

恵

泉

辰
男

山
本
展
裕

内
野
陽
介

工
事
応
援

大
松
浩
二

徳
永
和
広

二
宮
清
茂

左
官
工
事

�
城
ノ
戸
技
建

城
ノ
戸
健
志

福
井
徳
幸

西
山
保
男

小
西
栄
一

矢
野
栄
男

中
田
勝
幸

大
野
一
彦

徳
本
幹
雄

宮
岡

寿

下
崎

忠

城
ノ
戸
辰
也

竹
田

寿

富
永
直
徳

井
上
啓
太

大
西
幸
二

渡
部
工
兵

小
松
直
人

�
濱
崎
組

松
岡
弘
志

松
田
紘
一

小
笠
原
芳
幸

寺
田
泰
典

藤
野
政
男

谷
本
清
広

土
居
作
満

長
尾
竹
男

瓦
工
事�

日
野
吉
瓦
工
業

川
島
博
美

坂
井
道
生

林

良
介

長
屋
憲
康

塩
田

淳

二

用
材
の
形
状
及
び
仕
上
げ
に
つ
い
て

現
在
の
丸
太
は
全
て
太
鼓
落
と
し
と
い
っ
て
、
材
の
幅
を
一
定
に
落
と
し
平
ら
な

面
を
作
り
だ
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
現
代
の
製
材
所
の
帯
鋸
に
よ
る
作
業
で
あ
る
が
、

材
の
搬
送
が
容
易
に
行
え
る
こ
と
や
、
墨
付
け
作
業
が
容
易
に
な
る
こ
と
で
通
常
行

わ
れ
る
。
多
く
の
復
元
さ
れ
た
城
廓
建
築
物
で
も
、
こ
の
技
法
が
観
ら
れ
、
こ
の
面

に
釿
を
当
て
て
古
く
か
ら
の
技
法
に
見
せ
か
け
て
い
る
。

本
工
事
で
は
こ
の
様
な
加
工
は
せ
ず
、
丸
太
材
は
白
太
を
落
と
す
こ
と
か
ら
作
業

を
始
め
、
材
の
曲
が
り
に
従
い
八
角
形
に
荒
整
形
を
施
し
た
。
次
い
で
墨
付
け
が
施

せ
る
程
度
に
鉋
掛
け
を
行
い
、
墨
付
け
刻
み
作
業
を
行
っ
た
。
仕
口
継
手
が
出
来
上

が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
仮
組
を
行
い
確
認
作
業
を
行
っ
た
。
確
認
終
了
後
組
み
立
て
に

必
要
な
基
準
墨
を
残
し
、
手
鉋
仕
上
げ
を
施
し
た
。
手
鉋
掛
け
し
た
部
分
に
は
大
工

自
ら
の
手
で
、
柿
渋
の
希
釈
液
を
塗
布
し
た
。
こ
れ
は
大
き
な
部
材
を
取
扱
う
に
際

し
て
は
、
安
全
性
の
面
か
ら
手
袋
の
使
用
は
控
え
た
い
が
、
桧
材
は
手
の
油
に
よ
る

焼
け
が
出
や
す
い
こ
と
に
対
す
る
対
策
で
あ
り
、
ま
た
汚
れ
防
止
を
目
的
と
し
た
。

ま
た
、
丸
太
材
の
仕
上
げ
は
最
上
級
の
仕
上
げ
で
あ
る
鉋
掛
け
仕
上
げ
を
採
用
し

た
。
慶
長
期
の
建
物
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
城
主
が
使
用
す
る
と
思
わ
れ
る
部
分
は

鉋
掛
け
が
施
し
て
あ
る
が
、
そ
の
一
方
、
そ
の
他
の
部
分
は
釿
仕
上
げ
ま
た
は
杣
削
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り
の
ま
ま
で
丁
寧
な
仕
事
が
し
て
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
為
に
、
当
工
事
で

は
、
八
角
に
仕
上
げ
た
梁
の
稜
線
を
綺
麗
に
見
せ
る
た
め
に
も
、
敢
え
て
梁
材
は
鉋

仕
上
げ
を
採
用
し
た
。

加
工
（
刻
み
）
の
手
順

刻
み
は
土
台
の
栗
材
の
墨
付
け
刻
み
か
ら
始
め
た
。
次
い
で
、
二
階
の
床
組
の
墨

付
け
を
始
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
一
階
の
柱
の
長
さ
が
決
ま
る
の
で
、
二
階
梁
材
を
刻

ん
で
い
る
間
に
一
階
の
柱
の
墨
付
け
を
行
っ
た
。
そ
の
一
階
の
柱
を
刻
ん
で
い
る
間

に
三
階
の
床
組
の
墨
付
け
を
行
っ
た
。
墨
付
け
が
終
わ
っ
た
時
点
で
二
階
の
側
柱
の

長
さ
が
確
定
す
る
の
で
二
階
の
側
柱
を
墨
付
け
し
て
刻
み
に
取
り
掛
か
る
。
但
し
、

二
階
の
側
柱
を
刻
む
た
め
に
は
、
原
寸
図
上
で
千
鳥
破
風
の
桁
の
高
さ
を
決
め
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
ま
で
の
作
業
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
一
階
の
建
方
が

始
め
ら
れ
る
。
以
後
の
工
事
の
進
み
具
合
も
、
上
記
の
繰
り
返
し
に
な
る
。
一
階
の

建
方
を
参
考
に
上
部
の
架
構
を
、
施
工
性
の
観
点
か
ら
若
干
手
直
し
を
し
た
。
破
風

な
ど
の
特
殊
な
部
材
は
、
原
寸
図
を
棟
梁
の
拠
点
で
あ
る
富
山
に
送
り
、
製
作
し
た
。

外
壁
の
下
見
板
の
加
工
も
同
様
と
し
た
。

三

軒
瓦
の
文
様
に
つ
い
て

天
守
は
、
明
治
の
古
写
真
に
撮
影
さ
れ
て
い
る
幕
末
期
の
天
守
を
復
元
す
る
も
の

で
あ
る
。
従
っ
て
、
加
藤
家
の
家
紋
で
あ
る
蛇
の
目
紋
を
軒
先
瓦
の
飾
り
と
す
る
。

因
み
に
、
発
掘
の
出
土
品
の
九
二
％
は
蛇
の
目
紋
で
あ
っ
て
、
巴
は
若
干
混
じ
る
程

度
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
は
、
重
要
文
化
財
の
四
棟
の
櫓
に
使
用
さ
れ
て
い
る
瓦
と
矛

盾
を
来
さ
な
い
。
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四

瓦
の
選
択
に
つ
い
て

大
洲
城
の
あ
る
大
洲
市
は
同
じ
愛
媛
県
内
で
も
冬
期
は
か
な
り
冷
え
込
む
。
特
に

午
前
中
は
肱
川
の
川
霧
に
よ
っ
て
日
光
が
さ
え
ぎ
ら
れ
気
温
が
上
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
な
気
象
現
象
の
た
め
瓦
の
凍
害
に
よ
る
破
損
が
心
配
さ
れ
る
。
大
洲
城
天
守
は
四

層
の
天
守
で
頻
繁
に
瓦
の
修
理
が
行
な
え
る
建
物
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
瓦
の
選

択
に
つ
い
て
は
と
く
に
凍
害
に
強
い
瓦
を
使
用
す
る
こ
と
を
第
一
条
件
と
し
た
。
瓦

の
性
能
は
焼
成
温
度
一
○
○
○
度
以
上
、
吸
水
率
一
二
％
以
下
の
も
の
と
し
、
こ
の

条
件
を
満
た
す
瓦
を
生
産
す
る
産
地
を
愛
媛
県
内
に
留
ま
ら
ず
、
全
国
に
求
め
た
。

こ
の
結
果
こ
の
条
件
を
満
た
す
岐
阜
県
産
の
耐
寒
瓦
を
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

五

屋
根
の
銅
板
下
地
に
つ
い
て

大
洲
城
天
守
の
屋
根
は
四
層
の
天
守
で
な
お
か
つ
各
層
に
唐
破
風
や
大
小
の
千
鳥

破
風
が
付
く
複
雑
な
屋
根
で
あ
る
。
屋
根
下
地
は
復
元
の
主
旨
か
ら
土
居
葺
き
下
地

を
基
本
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
三
層
か
ら
下
の
屋
根
は
上
の
屋
根
の
軒
か
ら
落
ち

る
雨
が
直
接
当
た
り
、
水
返
し
を
付
け
た
瓦
で
も
一
時
に
多
く
の
雨
が
降
る
と
雨
が

瓦
か
ら
溢
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
高
い
。
そ
の
上
、
そ
の
位
置
に
千
鳥
破
風
が
あ
る
こ

と
で
さ
ら
に
雨
仕
舞
い
が
困
難
と
な
る
。
こ
の
た
め
三
層
以
下
の
屋
根
は
雨
仕
舞
い

を
第
一
に
考
え
て
銅
板
下
地
を
採
用
し
た
。
銅
板
は
耐
久
性
を
考
慮
し
て
〇
・
四
㎜

の
銅
板
を
使
用
し
た
。
溢
れ
た
雨
水
は
軒
先
か
ら
外
へ
排
水
出
来
る
よ
う
に
し
た
。

六

十
分
一
木
組
み
模
型
に
つ
い
て

大
洲
城
骨
組
み
模
型
の
製
作
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
を
考
慮
の
上
製
作
し
た
。

一

模
型
製
作
は
、
本
体
木
工
事
に
先
立
っ
て
設
計
図
書
記
載
事
項
の
整
合
性
の
検

証
及
び
施
工
に
先
立
つ
架
構
組
み
立
て
手
順
の
検
証
を
目
的
と
す
る
。

二

従
っ
て
、
模
型
製
作
の
為
の
原
寸
図
の
作
成
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
原
寸
図
は

棟
梁
の
承
認
を
必
要
と
す
る
。

三

模
型
製
作
の
原
寸
図
は
、
仕
口
や
継
手
の
形
状
、
組
み
立
て
の
手
順
も
考
慮
し

た
も
の
と
す
る
。

四

模
型
製
作
材
料
は
全
て
桧
の
赤
味
材
を
使
用
す
る
。

五

模
型
製
作
の
目
的
か
ら
、
模
型
梁
材
は
調
達
済
み
の
丸
太
材
に
形
状
を
合
わ
せ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

六

先
ず
、
模
型
用
材
は
各
部
材
毎
に
、
必
要
本
数
を
製
作
す
る
こ
と
。

七

必
要
部
材
の
製
作
が
済
み
次
第
、
各
部
材
と
も
手
垢
防
止
の
た
め
に
柿
渋
を
塗

布
す
る
こ
と
。

八

模
型
完
成
後
も
更
に
柿
渋
を
塗
布
す
る
。

九

当
模
型
は
、
検
証
用
と
は
い
え
、
ひ
と
つ
の
展
示
物
と
な
る
の
で
、
出
来
る
限

り
速
や
か
に
且
つ
綺
麗
に
仕
上
げ
る
こ
と
。

十

将
来
、
何
ら
か
の
理
由
で
天
守
が
失
わ
れ
た
場
合
に
は
、
天
守
復
元
の
貴
重
な

資
料
と
な
る
の
で
、
出
来
る
だ
け
本
体
に
忠
実
に
制
作
す
る
様
に
心
掛
け
る
こ
と
。
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七

基
礎
に
つ
い
て

天
守
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
基
礎
と
し
多
聞
櫓
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
べ
た
基

礎
と
し
た
。

天
守
台
の
遺
構
の
保
護
に
は
細
心
の
注
意
を
は
ら
い
、
基
礎
も
遺
構
と
接
触
し
な

い
よ
う
に
そ
の
形
状
を
変
更
し
た
。（
図
版
二
九
）
遺
構
面
は
透
水
シ
ー
ト
を
敷
き
そ

の
上
を
山
砂
に
て
埋
め
戻
し
保
護
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
に
あ
た
る
部
分
は
地
山

ま
で
発
掘
調
査
を
行
い
記
録
を
留
め
た
。

杭
お
よ
び
基
礎
に
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
天
守
の
寿
命
を
考
慮
し
、
数
百
年

後
で
も
そ
の
強
度
を
保
持
で
き
る
も
の
を
め
ざ
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
寿
命
は
水

セ
メ
ン
ト
比
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
が
本
工
事
の
杭
お
よ
び
基
礎
に
用
い
ら

れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
水
セ
メ
ン
ト
比
は
四
六
・
五
％
（
一
般
に
使
用
さ
れ
る
も
の

は
五
〇
％
〜
五
五
％
）
で
理
論
上
そ
の
寿
命
は
お
お
よ
そ
六
百
年
く
ら
い
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
骨
材
に
つ
い
て
も
細
骨
材
は
山
砂
ま
た
は
川
砂
の
み
と
し
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
中
性
化
を
促
進
す
る
恐
れ
の
あ
る
海
砂
の
使
用
は
厳
禁
と
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
性
能
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト

レ
デ
ィ
ー
ミ
ッ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

Ｆ
ｃ＝

三
三
Ｎ
／
平
方
㎜

ス
ラ
ン
プ

一
五
㎝
お
よ
び
一
八
㎝

図
版
二
九

基
礎
伏
図
、
断
面
図
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第
五
節

重
要
文
化
財
台
所
櫓
・
高
欄
櫓
工
事

一

建
造
物
の
概
要

１

指
定
告
示

文
化
財
保
護
委
員
会
告
示
第
二
十
九
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
左
記
に
掲
げ
る
文
化
財
を
、

重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
。

昭
和
三
十
二
年
六
月
十
八
日

文
化
財
保
護
委
員
会

委
員
長

河
井

弥
八

名

称

員
数

構
造
及
び
形
式

所
有
者

所
有
者
住
所

所
在
場
所

大
洲
城

台
所
櫓

高
欄
櫓

二
棟

二
重
二
階
櫓
、
本
瓦
葺
き

二
重
二
階
櫓
、
本
瓦
葺
き

附
棟
札

二
枚

上
棟
天
保
干
四
癸
卯
九
月

吉
辰
の
記
の
あ
る
も
の

大
洲
市

愛
媛
県
大
洲
市
大

洲
六
九
〇
番
地
の

第
一

愛
媛
県
大
洲
市
大

洲
六
九
〇
番

地
第
一

２

規
模

台
所
櫓

区

分

寸

法

備

考

一

階

二

階

計

桁

行

一
一
・
八
三
八
ｍ

九
・
八
六
八
ｍ

柱
真
々

梁

間

七
・
九
〇
二
ｍ

五
・
九
一
六
ｍ

柱
真
々

軒
の
出

一
・
〇
六
〇
ｍ

一
・
〇
四
〇
ｍ

柱
真
よ
り
茅
負
外
下
角
ま
で

軒

高

四
・
二
二
ｍ

七
・
七
六
ｍ

礎
石
上
端
よ
り
茅
負
外
下
角
ま
で

棟

高

一
一
・
〇
六
二
ｍ

礎
石
上
端
よ
り
棟
頂
上
ま
で

平
面
積

九
三
・
五
四
四
㎡

五
八
・
三
七
九
㎡

一
五
一
・
九
二
三
㎡

柱
真
々
面
積

軒
面
積

一
四
六
・
二
九
㎡

九
九
・
一
九
㎡

二
四
五
・
四
八
㎡

茅
負
外
下
角
内
側
面
積

屋
根
面
積

一
一
七
・
七
一
㎡

一
一
五
・
一
二
㎡

二
三
二
・
八
三
㎡

平
葺
面
積

高
欄
櫓

区

分

寸

法

備

考

一

階

二

階

計

桁

行

五
・
九
三
八
ｍ

四
・
四
〇
八
ｍ

柱
真
々

梁

間

五
・
九
三
八
ｍ

四
・
四
〇
八
ｍ

柱
真
々

軒
の
出

一
・
〇
〇
ｍ

一
・
〇
〇
ｍ

柱
真
よ
り
茅
負
外
下
角
ま
で

軒

高

三
・
六
四
ｍ

六
・
四
四
ｍ

礎
石
上
端
よ
り
茅
負
外
下
角
ま
で

棟

高

九
・
一
六
九
ｍ

礎
石
上
端
よ
り
棟
頂
上
ま
で

平
面
積

三
五
・
二
六
㎡

一
九
・
四
三
㎡

五
四
・
六
九
㎡

柱
真
々
面
積

軒
面
積

四
六
・
九
二
㎡

三
〇
・
二
五
㎡

七
七
・
一
七
㎡

茅
負
外
下
角
内
側
面
積

屋
根
面
積

四
九
・
八
〇
㎡

五
四
・
一
二
㎡

一
〇
四
・
〇
〇
㎡

平
葺
面
積
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３

構
造
形
式

台
所
櫓

二
重
二
階
建
櫓
、
屋
根
入
母
屋
造
、
一
重
北
面
千
鳥
破
風
附
、
本
瓦
葺
、
総
塗
籠
、

白
漆
喰
塗
仕
上
げ
。

〔
外
部
〕

北
面
及
東
西
面
北
端
折
廻
り
石
垣
、
青
石
（
緑
泥
片
岩
）
野
面
乱
石
積
、
法
及
垂

み
附
。
初
重
・
桁
行
（
南
北
）
六
間
、
梁
間
（
東
西
）
四
間
、
屋
根
北
面
千
鳥
破
風
、

降
り
棟
附
。
東
、
西
、
南
三
面
葺
下
ろ
し
、
本
瓦
葺
。
妻
飾
り
、
前
包
み
、
破
風
、

梅
鉢
懸
魚
、
壁
面
花
頭
窓
、
竪
格
子
組
。
軒
口
切
裏
甲
、
瓦
座
。
懸
魚
及
花
頭
窓
を

除
き
統
て
塗
籠
、
破
風
眉
二
重
。
棟
、
大
面
一
枚
、
割
熨
斗
一
枚
、
菊
丸
、
割
熨
斗
、

輪
違
一
段
、
熨
斗
二
枚
、
棟
丸
納
め
。
棟
端
鬼
据
え
。
降
り
棟
、
大
面
、
割
熨
斗
、

輪
違
一
段
、
熨
斗
二
枚
、
棟
丸
納
め
。
隅
棟
、
大
面
、
割
熨
斗
、
輪
違
半
段
、
熨
斗

二
枚
、
棟
丸
納
め
反
り
増
附
、
各
棟
端
鬼
板
、
鳥
衾
附
、
壁
際
水
切
熨
斗
二
枚
、
継

手
目
地
漆
喰
塗
。

軒
・
一
重
疎
垂
木
、
出
桁
造
、
軒
天
井
附
。
隅
木
、
茅
負
、
軒
口
切
裏
甲
、
瓦
座
、

化
粧
裏
、
垂
木
型
共
総
て
塗
籠
。

軸
部
・
大
壁
白
漆
喰
塗
、
北
面
及
び
東
面
北
端
（
一
間
）
並
に
西
面
北
端
（
半
間
）

折
廻
り
腰
下
見
、
門
木
、
笠
木
、
水
切
附
、
押
縁
下
見
板
張
り
。
北
面
、
武
者
窓
四

窓
、
銃
眼
二
所
。
東
面
武
者
窓
一
窓
。
何
れ
も
窓
枠
、
竪
格
子
三
本
入
り
、
素
地
、

内
側
板
戸
片
引
き
。
東
面
南
端
出
入
口
、
壁
止
め
枠
組
み
、
板
戸
片
引
き
戸
締
り
附
。

上
窓
一
ヶ
所
竪
格
子
塗
籠
、
南
面
、
出
入
口
一
ヶ
所
、
前
記
同
断
、
上
窓
一
ヶ
所
、

竪
格
子
塗
籠
。
西
面
、
高
窓
一
ヶ
所
、
前
記
同
断
。
北
端
部
渡
櫓
（
桁
行
一
間
）
取

合
い
、
北
端
間
三
角
銃
眼
一
所
。

二
重
。
桁
行
五
間
、
梁
間
三
間
、
屋
根
入
母
屋
造
、
降
り
棟
、
隅
棟
附
、
大
棟
、

大
面
一
枚
、
割
熨
斗
、
菊
丸
、
水
切
熨
斗
、
輪
違
い
二
段
、
熨
斗
二
枚
、
棟
丸
納
め
、

反
り
増
附
。
両
端
鬼
板
飾
り
、
鯱
据
え
。
降
り
棟
、
大
面
、
割
熨
斗
、
輪
違
い
（
一

段
）、
熨
斗
二
枚
、
棟
丸
納
め
、
隅
棟
、
大
面
、
割
熨
斗
、
輪
違
い
（
半
段
）、
熨
斗

二
枚
、
棟
丸
納
め
、
各
棟
端
鬼
板
、
鳥
衾
附
。

妻
飾
り
、
前
包
、
破
風
、
鏑
懸
魚
、
鰭
附
。
破
風
眉
二
重
、
軒
口
切
裏
甲
、
瓦
座
。

懸
魚
を
除
き
統
て
塗
籠
め
白
漆
喰
塗
。

〔
内
部
〕

一
階
・
・
内
部
を
南
、
中
、
北
、
の
三
間
に
区
画
す
、
柱
土
台
建
。
南
の
間
・
東

西
四
間
、
南
北
二
間
、
床
土
間
、
東
面
南
端
間
出
入
口
、
板
戸
引
明
け
戸
締
付
、
一

筋
敷
居
、
同
鴨
居
。
次
一
間
、
高
窓
、
塗
籠
め
格
子
。

南
面
、
西
よ
り
第
二
間
出
入
口
、
板
戸
引
明
戸
締
り
栓
止
め
、
一
筋
敷
居
鴨
居
。

第
三
間
、
高
窓
塗
籠
格
子
。
西
面
、
南
よ
り
第
二
間
、
高
窓
塗
籠
格
子
。
他
は
総
て

土
壁
、
土
間
三
和
土
叩
き
。

中
の
間
・
東
西
四
間
、
東
北
二
間
、
総
拭
板
敷
。
南
側
、
中
央
中
柱
建
て
開
放
、

上
り
框
、
足
固
め
、
尾
引
き
、
束
建
て
。
北
側
、
柱
間
四
間
。
東
端
間
出
入
口
、
胴

差
鴨
居
、
敷
居
、
其
他
柱
間
総
て
真
壁
。
東
側
及
西
側
共
総
て
真
壁
。

北
の
間
、
東
西
四
間
、
南
北
二
間
、
総
拭
板
敷
。
東
側
、
南
一
間
元
渡
櫓
連
絡
口

（
今
壁
）、
差
鴨
居
、
差
框
、
次
半
間
武
者
格
子
窓
、
窓
敷
居
、
同
鴨
居
、
片
引
板
戸
。

西
側
、
南
端
間
南
半
間
壁
、
次
一
間
渡
櫓
出
入
口
、
差
鴨
居
、
差
框
、
外
部
壁
止
枠

組
開
放
。
次
半
間
袖
間
、
銃
眼
一
所
。
北
側
、
両
端
間
各
半
間
、
武
者
窓
連
双
、
窓

鴨
居
、
同
敷
居
、
板
戸
引
明
け
。
各
武
者
窓
共
上
下
及
竪
枠
組
。
そ
の
他
総
て
真
壁
、

西
南
隅
登
り
階
段
。

二
階
床
組
・
・
南
の
間
と
中
の
間
境
に
東
西
方
向
に
荷
持
梁
を
柱
に
ほ
ぞ
差
し
に

架
渡
し
、
梁
間
中
央
に
腕
木
を
造
出
し
と
し
た
繋
梁
を
、
そ
の
中
間
に
中
桁
を
、
何

れ
も
荷
持
梁
と
組
合
せ
架
渡
す
。
更
に
北
の
間
で
は
梁
間
中
央
に
胴
差
を
柱
に
ほ
ぞ

差
し
に
組
ん
で
荷
持
梁
を
受
け
、
こ
れ
等
を
構
架
の
主
体
と
し
た
後
、
各
主
柱
毎
に
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床
梁
を
架
け
、
肘
木
型
腕
木
を
溝
彫
に
敷
込
み
、
東
西
側
は
腕
木
尻
を
差
肘
木
型
に

構
え
、
各
隅
は
隅
腕
木
に
配
付
と
し
、
側
廻
り
下
層
桁
を
取
廻
し
、
東
西
行
二
階
柱

踏
み
架
渡
し
、
根
太
東
西
に
床
板
裏
見
掛
け
張
立
て
と
す
る
。

二
階
・
・
柱
東
西
側
、
柱
踏
。
南
北
側
、
梁
上
建
。
東
西
（
梁
行
）
三
間
、
南
北

（
桁
行
）
四
間
、
入
室
一
間
。
東
側
南
よ
り
第
二
間
、
南
半
間
及
第
三
間
北
半
間
、

武
者
格
子
窓
。
西
側
南
よ
り
第
二
間
北
半
間
及
び
第
四
間
南
半
間
、
武
者
格
子
窓
。

南
側
中
の
間
各
半
間
、
武
者
格
子
窓
連
双
。
北
側
、
両
端
各
半
間
、
武
者
格
子
窓
。

中
央
一
間
千
鳥
入
室
出
入
口
。
各
窓
共
上
下
窓
台
竪
枠
組
。
千
鳥
入
口
�
差
。
入
室
、

東
西
三
間
、
南
北
一
間
。
北
側
、
中
央
花
頭
窓
、
竪
格
子
（
七
本
）
入
り
。
窓
台
（
敷

居
兼
用
）、
窓
鴨
居
、
引
明
け
板
戸
。
壁
土
壁
、
総
て
白
漆
喰
仕
上
げ
。

小
屋
組
・
・
桁
行
（
南
北
）
中
央
に
牛
梁
を
、
梁
行
（
東
西
）
中
央
に
敷
梁
を
架

渡
し
（
何
れ
も
腕
木
造
出
し
）
て
主
体
と
し
た
後
、
各
柱
頭
に
腕
木
を
載
せ
掛
け
腕

木
を
押
え
て
梁
四
連
を
投
架
け
渡
す
。（
場
所
に
よ
り
直
接
腕
木
を
押
え
た
も
の
、
飼

木
を
挿
入
し
腕
木
尻
を
束
建
て
で
押
え
た
形
式
を
含
む
）。
隅
腕
木
は
柱
に
輪
薙
ほ
ぞ

に
仕
掛
け
尻
部
を
梁
に
噛
合
せ
に
押
え
、
隅
平
腕
木
を
配
付
け
に
納
め
る
。
化
粧
隅

木
尻
投
掛
け
梁
迄
引
込
み
。
小
屋
二
重
梁
組
、
母
屋
棟
木
束
立
て
、
梁
行
貫
各
一
通

差
通
し
、
総
て
素
木
造
り
。

渡
櫓
桁
行
一
間
、
梁
間
二
間
、
屋
根
切
妻
造
り
本
瓦
葺
、
外
部
総
塗
籠
、
床
土
間
、

台
所
櫓
出
入
口
木
階
五
級
、
西
面
北
端
出
入
口
板
戸
片
引
。

高
欄
櫓

二
重
二
階
建
櫓
、
屋
根
入
母
屋
造
り
、
本
瓦
葺
。
一
重
の
北
面
西
寄
り
に
渡
櫓
を

連
携
す
。（
復
原
）、
二
階
腰
の
南
、
西
、
北
面
西
端
、
東
面
南
半
縁
欄
附
。
武
者
窓

及
出
入
口
を
除
き
総
て
塗
籠
、
白
漆
喰
塗
仕
上
げ
。
東
面
。

〔
外
部
〕

南
面
及
西
面
折
廻
の
青
石
（
緑
泥
片
岩
）
野
面
乱
石
積
石
垣
、
法
及
垂
み
附
。

初
重
・
方
三
間
、
北
面
西
よ
り
二
間
渡
櫓
取
合
い
。
軒
一
重
疎
垂
木
、
出
桁
造
り
、

軒
天
井
附
。
隅
木
、
茅
負
、
布
裏
甲
、
瓦
座
、
化
粧
裏
、
垂
木
型
共
総
て
塗
籠
、
白

漆
喰
仕
上
げ
。
屋
根
葺
下
ろ
し
、
壁
際
熨
斗
二
段
、
隅
棟
輪
違
積
込
み
熨
斗
積
、
棟

丸
納
め
。
棟
端
鬼
板
鳥
衾
附
。

軸
部
。
大
壁
白
漆
喰
塗
、
西
隅
折
廻
り
一
間
石
落
し
、
下
見
板
張
り
、
押
縁
、
上

部
水
切
附
。
東
面
南
端
間
出
入
口
、
壁
止
枠
組
。
内
部
引
明
板
戸
、
一
筋
敷
居
鴨
居
。

南
面
中
央
武
者
格
子
窓
。
西
面
中
央
同
武
者
格
子
窓
。
何
れ
も
窓
枠
、
竪
格
子
四
本
、

素
地
。
内
側
板
戸
引
明
け
。
北
面
西
端
一
間
渡
櫓
出
入
口
、
�
、
壁
止
枠
打
廻
し
、

開
放
。

二
重
。
方
三
間
、
南
、
西
、
北
面
西
端
、
東
面
南
半
縁
高
欄
、
屋
根
入
母
屋
造
、

南
面
及
西
面
軒
唐
破
風
附
。
大
棟
、
菊
丸
、
輪
違
二
段
積
込
み
熨
斗
棟
、
棟
丸
納
め
、

両
端
鬼
瓦
、
鯱
据
え
。
降
り
棟
、
輪
違
積
込
み
熨
斗
棟
、
棟
丸
納
め
、
棟
端
鬼
板
、

鳥
衾
附
。
隅
棟
、
前
記
同
断
。

軒
、
一
重
疎
垂
木
、
出
桁
造
り
西
面
及
南
面
軒
唐
破
風
、
軒
天
井
附
。
隅
木
、
茅

負
、
布
裏
甲
、
瓦
座
、
化
粧
裏
、
垂
木
共
総
て
塗
籠
。

軸
部
・
大
壁
白
漆
喰
塗
、
窓
廻
り
素
地
。
東
面
中
央
北
半
間
武
者
窓
、
窓
枠
組
、

竪
格
子
二
本
入
り
、
内
側
に
板
戸
片
引
き
。
南
面
及
び
西
面
中
央
間
開
口
、
窓
台
無

目
、
一
筋
敷
居
、
同
鴨
居
、
板
戸
二
枚
引
分
け
。
北
面
中
央
西
半
部
武
者
窓
、
竪
格

子
二
本
入
れ
、
内
側
板
戸
片
引
き
。
縁
高
欄
、
擬
宝
珠
柱
、
地
覆
、
平
桁
、
架
木
、

巾
広
切
目
縁
板
。
腕
木
持
出
し
造
り
。
妻
飾
り
・
前
包
、
破
風
、
鏑
懸
魚
、
鰭
附
、

六
葉
蛇
の
目
。
破
風
眉
二
重
、
軒
口
切
裏
甲
、
瓦
座
、
甍
壁
竪
板
張
り
、
懸
魚
を
除

き
総
て
塗
籠
白
漆
喰
塗
り
。
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〔
内
部
〕

一
階
・
・
広
間
と
す
る
。
柱
土
台
建
て
、
床
拭
板
敷
、
寄
敷
居
入
れ
。
東
北
隅
踊

場
附
登
階
段
。
東
面
、
南
端
間
出
入
口
、
壁
止
め
打
ち
塗
廻
し
、

中
央
間
武
者
格
子
窓
、
板
戸
引
分
け
、
一
筋
敷
居
、
同
鴨
居
、
西
南
隅
各
一
間
石

落
し
。
北
面
、
西
端
間
出
入
口
、
�
、
壁
止
め
打
ち
塗
廻
し
、
無
目
、
一
筋
敷
居
、

同
鴨
居
、
板
戸
片
引
き
。
南
面
及
西
面
、
中
央
間
武
者
格
子
窓
、
一
筋
敷
居
、
同
鴨

居
、
板
戸
引
分
け
。
西
南
隅
各
一
間
石
落
し
。
北
面
、
西
端
間
渡
櫓
出
入
口
木
階
五

級
、
壁
面
総
て
真
壁
中
塗
仕
上
げ
。

二
階
床
組
・
・
桁
行
中
央
に
敷
梁
を
東
西
方
向
に
架
渡
し
、
梁
行
柱
筋
の
床
梁
と

渡
腮
に
組
ん
だ
主
体
に
、
柱
踏
み
及
び
根
太
受
梁
を
重
ね
組
に
探
渡
し
、
根
太
南
北

に
取
付
け
、
床
板
張
立
て
、
一
重
軒
腕
木
は
柱
に
長
ほ
ぞ
差
し
栓
止
め
、
出
桁
と
渡

腮
に
組
合
せ
。

二
階
・
・
柱
、
南
北
側
柱
踏
み
、
東
西
側
梁
上
建
て
、
東
西
（
梁
行
）、
南
北
（
桁

行
）
共
三
間
、
東
北
隅
（
東
西
半
間
、
南
北
二
間
）
階
段
口
、
床
拭
板
敷
。
東
側
中

央
間
北
半
間
、
武
者
格
子
窓
。
西
側
及
南
側
、
中
央
間
開
口
部
壁
塗
廻
し
、
一
筋
敷

居
、
同
鴨
居
、
引
分
け
板
戸
建
て
。
北
側
中
央
間
、
西
半
間
武
者
格
子
窓
。
其
他
総

て
真
壁
、
白
漆
喰
塗
仕
上
げ
。

小
屋
組
・
・
桁
行
（
南
北
）
に
牛
梁
を
、
梁
行
（
東
西
）
に
小
屋
梁
二
本
を
架
渡

し
、
更
に
南
北
方
向
に
繋
梁
を
重
ね
組
と
す
る
。
隅
木
は
隅
柱
に
輪
薙
ほ
ぞ
に
仕
掛

け
て
尻
部
を
繋
梁
と
噛
合
せ
に
押
え
、
隅
及
び
平
腕
木
共
柱
に
長
ほ
ぞ
差
し
込
栓
打

ち
、
出
桁
に
平
ほ
ぞ
差
し
。
母
屋
、
棟
木
束
建
て
。
総
て
素
木
造
り
。

渡
櫓
・
桁
行
一
間
梁
間
二
間
、
屋
根
切
妻
造
り
本
瓦
葺
、
西
面
南
半
間
武
者
格
子

窓
、
窓
敷
居
、
同
鴨
居
、
板
戸
引
明
け
、
北
西
東
半
間
出
入
口
板
戸
片
引
南
面
櫓
と

の
出
入
口
木
階
段
、
外
部
総
塗
籠
め
、
床
土
間
。

二

現
状
変
更

大
洲
城
天
守
及
び
多
聞
櫓
復
元
工
事
に
伴
う
重
要
文
化
財
の
台
所
櫓
、
高
欄
櫓
の

現
状
変
更
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

１

台
所
櫓
西
面
に
取
付
く
既
存
多
聞
櫓
（
北
多
聞
櫓
の
一
部
）
の
解
体
と
新
た
な

多
聞
櫓
の
復
元

台
所
櫓
西
面
に
取
付
く
既
存
の
多
聞
櫓
（
桁
行
一
間
、
梁
間
二
間
）
は
昭
和
四
十

五
年
の
修
理
工
事
の
際
、
台
所
櫓
に
残
る
痕
跡
や
古
写
真
な
ど
の
史
料
を
も
と
に
新

た
に
復
元
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
来
は
古
写
真
や
古
絵
図
が
示
す
と
お
り
台
所
櫓

と
天
守
を
繋
ぐ
長
さ
五
間
の
多
聞
櫓
で
あ
る
。
し
か
し
、
復
元
さ
れ
た
の
は
そ
の
内

の
長
さ
一
間
分
の
み
で
あ
る
。
天
守
復
元
工
事
に
当
た
っ
て
は
多
聞
櫓
も
そ
の
対
象

で
、
天
守
ま
で
の
残
り
四
間
分
の
増
築
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
既
存
多
聞
櫓
は

台
所
櫓
と
天
守
の
位
置
関
係
を
考
慮
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
向
き
も
台
所
櫓
か
ら
直
角

方
向
に
造
ら
れ
て
お
り
、
現
状
の
向
き
の
ま
ま
天
守
ま
で
復
元
し
た
場
合
、
石
垣
か

ら
外
へ
は
み
出
し
て
し
ま
う
。
ま
た
現
状
の
柱
位
置
は
天
守
ま
で
の
距
離
を
考
慮
し

て
い
な
い
た
め
、
古
写
真
の
解
析
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
一
間
（
六
尺
五
寸
）
間
隔

の
長
さ
で
柱
を
割
付
け
る
と
、
写
真
に
写
っ
て
い
る
窓
の
位
置
と
異
な
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
外
観
も
既
存
の
下
見
板
張
り
の
高
さ
が
高
く
写
真
と
は
合
わ
な
い
。
内
部
に

つ
い
て
も
先
の
修
理
工
事
の
報
告
書
で
床
の
存
在
に
つ
い
て
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
な

が
ら
復
元
に
当
た
っ
て
は
土
間
の
ま
ま
で
あ
る
。
以
上
の
点
を
考
慮
し
て
、
文
化
庁

建
造
物
課
と
協
議
を
行
い
、
最
終
的
に
既
存
の
多
聞
櫓
を
生
か
し
て
増
築
す
る
方
法

で
は
変
更
箇
所
が
多
す
ぎ
る
た
め
、
既
存
の
多
聞
櫓
を
い
っ
た
ん
解
体
し
、
新
た
に

復
元
す
る
多
聞
櫓
を
も
っ
て
天
守
と
台
所
櫓
を
結
ぶ
こ
と
に
し
た
。
解
体
範
囲
は
昭
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和
四
十
五
年
に
新
に
復
元
さ
れ
た
部
分
に
限
り
、
既
存
の
台
所
櫓
に
係
わ
る
部
材
は

手
を
付
け
な
い
も
の
と
し
た
。

２

高
欄
櫓
北
面
に
取
付
く
既
存
多
聞
櫓
（
西
多
聞
櫓
の
一
部
）
の
解
体
及
び
新
た

な
多
聞
櫓
の
復
元

高
欄
櫓
に
取
付
く
既
存
の
多
聞
櫓
（
桁
行
一
間
、
梁
間
二
間
）
も
台
所
櫓
と
同
様

に
昭
和
四
十
五
年
の
修
理
工
事
の
際
、
史
料
を
も
と
に
新
た
に
復
元
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
台
所
櫓
の
多
聞
櫓
と
同
じ
く
本
来
の
長
さ
は
五
間
程
に
な
る
。
こ
の
多
聞
櫓

も
台
所
櫓
の
多
聞
櫓
と
同
じ
く
高
欄
櫓
と
天
守
の
位
置
関
係
を
考
慮
し
て
お
ら
ず
、

高
欄
櫓
か
ら
直
角
方
向
に
復
元
さ
れ
た
お
り
、
長
さ
一
間
分
の
現
状
で
も
北
西
隅
の

壁
の
仕
上
げ
面
は
す
で
に
石
垣
か
ら
は
み
出
て
い
る
。
ま
た
、
柱
の
位
置
も
正
確
と

は
言
え
ず
、
既
存
の
窓
の
位
置
は
古
写
真
に
写
っ
て
い
る
位
置
よ
り
高
欄
櫓
側
に
寄
っ

て
い
る
。
軒
も
台
所
櫓
の
多
聞
櫓
と
異
な
り
出
桁
を
使
用
せ
ず
、
軒
の
出
を
小
さ
く

し
て
い
る
が
、
発
掘
調
査
の
結
果
か
ら
推
定
さ
れ
る
雨
落
ち
の
位
置
は
両
櫓
と
も
同

じ
で
、
軒
の
出
が
異
な
っ
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。
以
上
の
点
か
ら
台
所
櫓
と
同
様

に
既
存
の
多
聞
櫓
を
い
っ
た
ん
解
体
し
、
新
た
に
復
元
す
る
多
聞
櫓
を
も
っ
て
天
守

と
高
欄
櫓
を
結
ぶ
こ
と
に
し
た
。

図
版
三
〇

工
事
前
の
既
存
重
文
櫓
配
置
図
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図
版
三
一

台
所
櫓
の
解
体
前
平
面
図
、
立
面
図
、
断
面
図

図
版
三
二

高
欄
櫓
の
解
体
前
平
面
図
、
立
面
図
、
断
面
図
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工事前台所櫓西面

工事前台所櫓付き多聞櫓内部写真

工事前高欄櫓北面

工事前高欄櫓付き多聞櫓内部写真
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三

破
損
調
査

重
要
文
化
財
の
台
所
櫓
、
高
欄
櫓
は
昭
和
四
十
五
年
の
全
面
的
な
解
体
修
理
に
よ
っ

て
往
時
の
姿
を
取
り
戻
し
た
。
し
か
し
修
理
か
ら
三
十
年
以
上
た
っ
た
今
日
で
は
徐
々

に
各
部
の
傷
み
が
現
れ
始
め
て
お
り
、
今
回
の
天
守
復
元
に
合
わ
せ
て
修
理
の
必
要

性
の
有
無
を
判
断
す
る
た
め
に
破
損
調
査
を
行
な
っ
た
。
調
査
の
結
果
、
各
部
の
破

損
状
況
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

１

台
所
櫓

建
物
全
体
の
傾
き
及
び
不
同
沈
下
の
有
無
を
調
べ
る
た
め
、
一
階
の
床
レ
ベ
ル
と

柱
の
傾
き
を
実
測
し
た
。

床
レ
ベ
ル
は
南
東
隅
を
基
準
に
し
て
、
南
西
隅
で
マ
イ
ナ
ス
五
㎜
、
北
東
隅
で
マ

イ
ナ
ス
二
二
㎜
、
北
西
隅
で
マ
イ
ナ
ス
四
㎜
の
差
を
そ
れ
ぞ
れ
計
測
し
た
。
各
柱
に

は
顕
著
な
傾
き
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

床
下
は
、
土
台
、
大
引
き
、
根
太
と
も
に
顕
著
な
傷
み
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

床
板
は
一
部
に
板
の
反
り
に
起
因
す
る
不
陸
や
和
釘
の
抜
け
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
以
外
は
各
階
と
も
。
顕
著
な
傷
み
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

柱
梁
は
各
階
と
も
顕
著
な
傷
み
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

軒
廻
り
で
は
東
面
北
寄
り
の
茅
負
、
瓦
座
の
一
部
で
雨
漏
り
が
原
因
と
思
わ
れ
る

漆
喰
の
剥
落
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
以
外
は
顕
著
な
傷
み
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

屋
根
は
修
理
前
の
瓦
も
多
く
再
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
修
理
の
際
、
新
に
造
ら

れ
た
も
の
を
含
め
幾
種
類
も
の
大
き
さ
の
瓦
が
混
在
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て

各
瓦
間
の
ず
れ
や
緩
み
が
目
立
つ
。
ま
た
軒
先
の
軒
平
瓦
、
軒
丸
瓦
と
も
に
尻
が
下

が
っ
て
お
り
、
水
勾
配
が
充
分
取
れ
て
い
な
い
部
分
が
見
ら
れ
た
。

外
壁
は
北
面
を
除
く
三
面
で
多
く
の
ひ
び
割
れ
が
存
在
し
た
。
一
層
目
の
外
壁
は

表
面
の
漆
喰
塗
り
部
分
だ
け
で
な
く
中
塗
り
ま
で
深
い
割
れ
が
入
っ
た
部
分
も
散
見

さ
れ
た
。
壁
の
下
部
分
の
雨
掛
か
り
は
カ
ビ
を
生
じ
変
色
し
、
漆
喰
上
塗
り
の
浮
き

や
剥
落
を
生
じ
て
い
る
部
分
も
あ
っ
た
。
西
面
の
腰
か
ら
下
は
近
年
に
漆
喰
上
塗
り

の
修
理
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
見
た
目
が
他
の
部
分
と
異
な
り
好
ま
し
く
な

い
上
に
、
継
ぎ
目
部
分
に
ひ
び
割
れ
が
入
り
浮
い
た
状
態
の
部
分
も
あ
る
。
全
面
に

い
た
ず
ら
書
き
等
に
よ
る
傷
が
散
見
さ
れ
た
。
二
層
目
は
一
層
部
分
と
比
べ
る
と
傷

み
は
少
な
い
。
そ
れ
で
も
若
干
の
割
れ
が
存
在
し
た
。
各
層
の
破
風
妻
壁
は
前
包
や

破
風
尻
に
カ
ビ
に
よ
る
変
色
が
存
在
し
た
。
台
所
櫓
の
北
面
と
東
面
の
北
寄
り
一
間

部
分
は
下
見
板
張
り
で
あ
る
。
下
見
板
は
先
の
修
理
の
際
も
古
材
の
み
を
も
っ
て
組

み
立
て
直
さ
れ
て
お
り
、
木
部
表
面
は
経
年
変
化
に
よ
る
傷
み
が
見
ら
れ
る
。
し
か

し
、
芯
の
部
分
は
し
っ
か
り
し
て
お
り
特
に
問
題
に
な
り
そ
う
な
部
分
は
な
か
っ
た
。

内
壁
は
各
階
と
も
状
態
は
良
く
、
顕
著
な
傷
み
は
な
か
っ
た
。

建
具
の
う
ち
入
口
の
片
引
き
板
戸
は
二
つ
と
も
戸
車
の
状
態
が
悪
く
、
開
閉
が
困

難
で
、
し
か
も
敷
居
や
鴨
居
の
傷
の
原
因
と
な
っ
て
い
た
。
一
階
窓
の
板
戸
は
特
に

問
題
は
な
か
っ
た
。
二
階
の
突
上
げ
戸
も
問
題
は
な
か
っ
た
。

木
部
の
塗
装
は
剥
落
が
進
み
、
各
階
の
下
見
板
や
懸
魚
な
ど
木
地
が
現
れ
た
状
態

で
あ
っ
た
。

２

高
欄
櫓

床
下
は
台
所
櫓
と
同
じ
く
土
台
、
大
引
き
、
根
太
と
も
に
傷
み
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。床

板
も
顕
著
な
傷
み
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

柱
、
梁
も
特
に
傷
み
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
石
落
と
し
脇
の
柱
の
虫
食
い
跡
は
昭

和
の
修
理
以
前
に
生
じ
た
も
の
で
、
そ
の
後
に
傷
ん
だ
痕
跡
は
無
く
、
今
回
新
に
取

替
え
る
必
要
性
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
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軒
廻
り
は
一
層
南
東
隅
の
茅
負
い
に
割
れ
が
存
在
し
た
。
そ
れ
以
外
は
台
所
櫓
の

よ
う
な
剥
落
箇
所
は
な
く
、
顕
著
な
傷
み
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

屋
根
は
台
所
櫓
と
同
じ
く
修
理
前
の
瓦
が
多
く
再
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
幾
種

類
も
の
大
き
さ
の
瓦
が
混
在
し
て
お
り
、
各
瓦
間
の
ず
れ
や
緩
み
が
目
立
つ
。
台
所

櫓
同
様
、
軒
先
の
軒
平
瓦
、
軒
丸
瓦
は
と
も
に
尻
が
下
が
っ
て
お
り
、
水
勾
配
が
充

分
に
取
れ
て
い
な
い
部
分
が
見
ら
れ
た
。

外
壁
は
四
面
と
も
多
く
の
ひ
び
割
れ
が
存
在
し
た
。
一
層
外
壁
の
腰
か
ら
下
は
四

面
と
も
近
年
の
修
理
の
た
め
、
他
の
壁
と
の
差
が
目
立
ち
見
苦
し
い
。
ま
た
、
塗
り

継
ぎ
部
分
で
上
塗
り
が
浮
い
た
状
態
も
あ
っ
た
。
外
壁
の
ひ
び
割
れ
は
台
所
櫓
と
同

じ
く
漆
喰
塗
り
部
分
だ
け
で
な
く
中
塗
り
ま
で
達
す
る
深
い
割
れ
が
散
見
さ
れ
た
。

台
所
櫓
と
同
様
に
全
面
に
い
た
ず
ら
書
き
等
に
よ
る
傷
が
散
見
さ
れ
た
。
二
層
目
は

一
層
部
分
と
比
べ
る
と
傷
み
は
少
な
い
。
し
か
し
、
廻
り
縁
の
出
入
口
周
り
は
二
箇

所
と
も
大
き
な
ひ
び
割
れ
が
入
り
上
塗
り
が
浮
い
た
状
況
で
あ
っ
た
。
二
層
入
母
屋

屋
根
の
南
面
破
風
妻
壁
は
、
ほ
ぼ
全
面
に
亘
り
漆
喰
上
塗
り
が
剥
落
し
た
状
態
で
下

地
の
板
壁
が
腐
朽
し
て
お
り
緊
急
の
修
理
が
必
要
と
さ
れ
た
。
北
面
破
風
妻
壁
は
南

面
に
比
べ
る
と
そ
の
傷
み
は
軽
微
で
、
前
包
や
破
風
尻
に
カ
ビ
に
よ
る
変
色
が
存
在

す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
高
欄
櫓
の
南
西
隅
の
張
出
し
は
石
落
し
で
、
外
観
は
下
見
板

張
り
仕
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。
先
の
修
理
の
際
傷
ん
だ
部
材
を
新
材
に
取
替
え
て
造

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
修
理
後
三
十
余
年
を
経
て
、
下
見
板
張
り
の
端
部

は
押
縁
、
下
見
板
と
も
に
雨
に
よ
る
腐
朽
が
目
立
つ
。
櫓
内
部
の
壁
は
各
階
と
も
状

態
は
良
く
傷
み
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

建
具
の
う
ち
入
口
の
片
引
き
板
戸
は
戸
車
の
状
態
が
悪
く
、
開
閉
が
困
難
で
あ
る
。

ま
た
戸
板
が
反
り
、
そ
の
結
果
上
落
し
の
猿
棒
が
う
ま
く
動
か
な
く
な
っ
て
お
り
、

戸
の
施
錠
に
困
難
を
来
た
し
て
い
る
。
各
階
の
窓
の
板
戸
に
は
特
段
問
題
は
な
か
っ

た
。

二
階
廻
り
縁
高
欄
は
、
先
の
修
理
で
傷
み
が
激
し
い
た
め
新
材
に
よ
っ
て
全
面
的

に
造
り
直
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
雨
が
常
時
掛
か
る
た
め
傷
み
の
進
行
が

目
立
つ
。
縁
板
は
木
口
か
ら
高
欄
地
覆
下
ま
で
ほ
と
ん
ど
の
材
が
腐
朽
し
て
い
た
。

ま
た
高
欄
も
擬
宝
珠
の
頂
部
が
割
れ
傷
み
が
目
立
つ
。
特
に
南
西
隅
は
擬
宝
珠
柱
だ

け
で
な
く
架
木
、
平
桁
、
地
覆
と
も
に
腐
朽
し
て
お
り
崩
壊
寸
前
で
あ
っ
た
。

二
層
屋
根
の
入
母
屋
破
風
の
懸
魚
は
再
建
当
初
か
ら
の
古
材
と
思
わ
れ
、
か
な
り

風
蝕
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
二
材
を
接
合
せ
て
作
ら
れ
て
い
た
た
め
、
接
合
せ
部
分

の
傷
み
が
進
行
し
隙
間
を
生
じ
て
お
り
、
こ
の
部
分
か
ら
の
漏
水
が
妻
壁
剥
落
の
原

因
と
思
わ
れ
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

木
部
は
塗
装
が
剥
落
し
木
地
が
現
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
。

台所櫓 損傷状況 東面

台所櫓 損傷状況 北面
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台所櫓 損傷状況 軒付

台所櫓 損傷状況 二層入母屋破風

台所櫓 損傷状況 東面片引大戸

高欄櫓 損傷状況 外部大壁
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高欄櫓 損傷状況 石落し外部下見板

高欄櫓 損傷状況 二層入母屋破風

高欄櫓 損傷状況 廻り縁高欄

高欄櫓 損傷状況 屋根瓦
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四

調
査
研
究
事
項

多
聞
櫓
の
巾
に
つ
い
て

既
存
の
多
聞
櫓
は
台
所
櫓
、
高
欄
櫓
に
残
さ
れ
た
仕
口
の
痕
跡
や
古
絵
図
、
古
写

真
な
ど
の
史
料
を
も
と
に
復
元
さ
れ
た
も
の
で
そ
の
根
拠
は
昭
和
四
十
五
年
に
発
行

さ
れ
た
『
重
要
文
化
財
大
洲
城
台
所
櫓
・
高
欄
櫓
修
理
工
事
総
合
報
告
書
』
に
詳
し

く
記
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
解
体
に
当
た
っ
て
も
そ
の
根
拠
と
さ
れ
た
仕
口
が
現
れ
、

多
聞
櫓
復
元
の
際
の
重
要
な
史
料
と
な
っ
た
。
台
所
櫓
の
柱
に
残
る
貫
穴
か
ら
多
聞

櫓
の
巾
が
三
、
九
四
三
㎜
で
一
尺
を
三
○
三
㎜
で
換
算
す
る
と
十
三
尺
一
分
と
な
り
、

柱
間
六
尺
五
寸
で
二
間
の
巾
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
一
間
の
寸
法

は
台
所
櫓
や
高
欄
櫓
の
長
さ
一
間
の
寸
法
と
も
一
致
し
、
ま
た
発
掘
調
査
結
果
か
ら

窺
え
る
天
守
の
柱
間
寸
法
と
も
一
致
し
て
お
り
、
大
洲
城
の
天
守
周
り
の
建
物
群
の

一
間
の
基
準
寸
法
が
六
尺
五
寸
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
貫
の
内

面
が
柱
芯
に
一
致
し
て
い
る
点
は
台
所
櫓
や
高
欄
櫓
だ
け
で
は
な
く
再
建
時
期
が
異

な
る
三
の
丸
南
隅
櫓
や
苧
綿
櫓
も
同
じ
手
法
が
取
ら
れ
て
お
り
、
大
洲
城
に
共
通
す

る
手
法
の
可
能
性
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
高
欄
櫓
の
貫
の
痕
跡
を
測
っ
た
と
こ
ろ
、
そ

の
数
値
は
二
寸
も
小
さ
く
西
多
聞
櫓
だ
け
基
準
寸
法
が
異
な
る
可
能
性
も
疑
わ
れ
た
。

事
実
、
解
体
さ
れ
た
多
聞
櫓
の
幅
は
三
、
八
六
四
㎜
で
換
算
す
る
と
十
二
尺
七
寸
五

分
と
な
り
、
台
所
櫓
の
多
聞
櫓
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
各
史
料
を
精
査
し
、

ま
た
高
欄
櫓
に
残
る
痕
跡
の
実
測
調
査
を
行
な
い
基
準
寸
法
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
平
面
上
ず
れ
た
位
置
に
あ
る
痕
跡
か
ら
多
聞
櫓
の
桁
行
き
方
向
の
向
き
を
推

定
し
て
み
た
。

貫
穴
が
残
る
高
欄
櫓
の
柱
の
う
ち
、
東
側
の
も
の
は
昭
和
の
修
理
の
際
取
替
え
ら

れ
た
柱
で
あ
っ
た
。
幸
い
旧
材
が
大
洲
市
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
て
お
り
実
測
を
行
な
っ

た
。（
図
版
三
三
）
痕
跡
か
ら
は
貫
の
内
面
が
他
の
事
例
と
同
様
に
柱
芯
に
一
致
し
て

お
り
、
高
欄
櫓
の
新
材
の
柱
に
穿
た
れ
た
貫
穴
と
位
置
が
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
こ
の
た
め
高
欄
櫓
を
実
測
し
、
図
面
上
で
東
側
の
柱
を
旧
材
に
入
れ
替
え

て
、
貫
穴
間
の
距
離
を
計
っ
た
と
こ
ろ
ほ
ぼ
十
三
尺
の
数
値
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

ま
た
高
欄
櫓
の
二
階
の
柱
に
は
多
聞
櫓
の
棟
木
の
ほ
ぞ
穴
が
あ
り
、
平
面
上
異
な
る

三
点
の
位
置
が
取
れ
る
。
こ
の
た
め
二
階
の
柱
の
実
測
も
行
い
、
図
面
上
で
三
点
の

位
置
を
落
と
し
多
聞
櫓
の
巾
だ
け
で
な
く
そ
の
桁
行
き
方
向
の
向
き
の
推
定
も
行
な
っ

た
。（
図
版
三
四
）
そ
の
向
き
は
既
存
の
石
垣
天
端
の
向
き
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、

正
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

台所櫓 多聞櫓取合部調査状況

台所櫓 多聞櫓取合部調査状況

台所櫓 多聞櫓取合部調査状況
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高欄櫓 多聞櫓取合部調査状況

高欄櫓 多聞櫓取合部調査状況

高欄櫓 多聞櫓取合部調査状況

高欄櫓 柱旧材
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図
版
三
三

高
欄
櫓
旧
柱
実
測
図

図
版
三
四

西
多
聞
櫓
の
平
面
図
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五

工
事
の
概
要

１

工
事
の
方
針

�
現
状
変
更
箇
所

台
所
櫓
西
面
に
取
付
く
既
存
多
聞
櫓
（
北
多
聞
櫓
の
一
部
）
の
解
体
と
新
た
な

多
聞
櫓
の
復
元

ま
ず
既
存
の
多
聞
櫓
部
分
を
解
体
し
そ
の
上
で
新
た
に
多
聞
櫓
を
台
所
櫓
に
増

築
し
た
。
解
体
範
囲
は
昭
和
四
十
五
年
に
新
に
復
元
さ
れ
た
部
分
に
限
り
、
台
所

櫓
に
係
わ
る
部
材
は
手
を
付
け
な
い
。
左
官
工
事
で
は
多
聞
櫓
が
取
付
い
て
い
た

部
分
の
み
を
小
舞
竹
を
含
め
取
除
い
た
。
屋
根
瓦
と
そ
の
下
地
に
つ
い
て
も
解
体

作
業
に
係
わ
る
部
分
の
み
取
り
外
し
た
。
新
た
な
多
聞
櫓
の
増
築
に
際
し
て
は
台

所
櫓
の
保
護
の
た
め
に
復
元
多
聞
櫓
と
構
造
的
に
縁
を
切
っ
た
。
台
所
櫓
際
に
土

台
と
柱
、
梁
で
構
成
さ
れ
る
架
構
を
新
に
追
加
し
棟
木
や
桁
や
貫
な
ど
を
受
け
さ

せ
、
直
接
台
所
櫓
の
部
材
に
荷
重
が
か
か
ら
ぬ
よ
う
に
工
夫
し
た
。
こ
の
た
め
、

台
所
櫓
の
既
存
の
貫
穴
、
出
桁
受
け
棟
木
の
ほ
ぞ
穴
等
は
新
し
く
復
元
す
る
多
聞

櫓
の
各
部
材
の
仕
口
と
し
て
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
も
の
の
、
楔
や
込
み
栓
等
で
緊

結
す
る
事
は
行
な
わ
な
い
。

高
欄
櫓
北
面
に
取
付
く
既
存
多
聞
櫓
（
西
多
聞
櫓
の
一
部
）
の
撤
去
及
び
新
た

な
多
聞
櫓
の
復
元

高
欄
櫓
も
同
様
に
既
存
の
多
聞
櫓
部
分
を
解
体
し
そ
の
上
で
新
た
に
多
聞
櫓
を

高
欄
櫓
に
増
築
し
た
。
解
体
範
囲
も
台
所
櫓
と
同
じ
く
新
に
復
元
さ
れ
た
部
分
に

限
り
、
高
欄
櫓
に
係
わ
る
部
材
は
手
を
付
け
な
い
。
新
た
な
多
聞
櫓
の
増
築
に
際

し
て
も
台
所
櫓
と
同
様
に
構
造
的
に
縁
を
切
る
よ
う
、
高
欄
櫓
際
に
土
台
と
柱
、

梁
で
構
成
さ
れ
る
架
構
を
入
れ
、
直
接
高
欄
櫓
の
部
材
に
荷
重
が
か
か
ら
ぬ
よ
う

に
し
た
。
同
様
に
高
欄
櫓
の
既
存
の
貫
穴
、
棟
木
の
ほ
ぞ
穴
等
は
新
し
く
復
元
す

る
多
聞
櫓
の
各
部
材
の
仕
口
と
し
て
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
も
の
の
、
楔
や
込
み
栓

等
で
緊
結
す
る
事
は
行
な
わ
な
い
。

�
重
要
文
化
財
台
所
櫓
、
高
欄
櫓
の
修
理

各
櫓
と
も
修
理
工
事
の
方
針
は
以
下
の
通
り
と
し
た
。

（
一
）
床
下

現
状
で
は
修
理
の
必
要
性
は
見
ら
れ
ず
そ
の
ま
ま
と
す
る
。
た
だ
し
床
下

に
つ
い
て
は
防
蟻
の
た
め
土
壌
処
理
を
施
す
。

（
二
）
柱
、
梁

現
状
で
は
修
理
の
必
要
性
は
見
ら
れ
ず
そ
の
ま
ま
と
す
る
。

（
三
）
床
板

現
状
で
は
修
理
の
必
要
性
は
見
ら
れ
ず
そ
の
ま
ま
と
す
る
。
床
下
点
検
の

た
め
外
し
た
板
は
今
後
の
点
検
の
こ
と
も
考
え
和
釘
打
ち
か
ら
ビ
ス
止
め

に
変
更
す
る
。

（
四
）
軒
廻
り

破
損
調
査
で
見
つ
か
っ
た
剥
落
箇
所
及
び
ひ
び
割
れ
箇
所
の
修
理
を
行
な

う
。
そ
れ
以
外
は
汚
れ
を
落
と
す
美
装
工
事
に
留
め
る
。

（
五
）
屋
根

修
理
の
必
要
性
の
あ
る
部
分
も
見
ら
れ
た
が
、
今
後
の
全
面
的
な
屋
根
修

理
工
事
に
托
し
、
今
回
の
修
理
工
事
で
は
特
に
瓦
の
ず
れ
や
緩
み
の
著
し

い
部
分
に
限
っ
て
瓦
の
調
整
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

（
六
）
壁外

壁
の
漆
喰
上
塗
り
は
全
面
的
な
修
理
が
必
要
と
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
台

所
櫓
、
高
欄
櫓
と
も
に
外
壁
の
漆
喰
塗
り
部
分
は
古
い
上
塗
り
を
剥
ぎ
落
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と
し
新
に
塗
り
直
し
を
行
な
う
。
ひ
び
割
れ
部
分
の
深
さ
が
中
塗
り
ま
で

達
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
Ｖ
字
に
カ
ッ
ト
し
て
下
地
か
ら
や
り
直
す
。

剥
落
箇
所
も
下
地
を
含
め
塗
り
直
す
。
入
母
屋
屋
根
の
破
風
板
や
妻
壁
は

漆
喰
を
剥
ぎ
取
っ
た
後
、
傷
ん
だ
割
り
竹
小
舞
を
新
し
い
も
の
に
取
替
え

漆
喰
を
塗
り
直
す
。

台
所
櫓
の
下
見
板
は
修
理
の
必
要
性
は
見
ら
れ
ず
現
状
の
ま
ま
と
す
る
。

高
欄
櫓
の
石
落
と
し
は
腐
朽
し
た
部
材
を
元
の
形
状
に
準
拠
し
て
取
替
え

修
理
す
る
。

（
七
）
建
具

入
口
板
戸
は
台
所
櫓
も
高
欄
櫓
も
開
閉
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
に
調
整
す

る
。
他
の
建
具
に
つ
い
て
は
現
状
で
は
修
理
の
必
要
性
は
見
ら
れ
ず
そ
の

ま
ま
と
す
る
。

（
八
）
高
欄
櫓
二
階
廻
り
縁
高
欄

腐
朽
し
た
縁
板
木
口
は
高
欄
地
覆
下
の
位
置
で
切
取
り
、
元
の
形
状
に
準

拠
し
新
た
な
材
に
取
替
え
る
。
腐
朽
し
て
い
な
い
部
分
は
そ
の
ま
ま
と
す

る
。
腐
朽
し
た
縁
高
欄
の
擬
宝
珠
、
架
木
、
平
桁
、
地
覆
も
元
の
形
状
に

準
拠
し
取
替
え
る
。
腐
朽
し
て
い
な
い
部
分
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
。

（
九
）
高
欄
櫓
入
母
屋
破
風
妻
壁

懸
魚
の
割
れ
か
ら
の
漏
水
が
妻
壁
漆
喰
塗
り
の
剥
離
の
原
因
と
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
割
れ
塞
ぎ
も
兼
ね
て
懸
魚
の
裏
に
裏
板
を
当
て
、
妻
壁
の
仕

上
げ
面
を
裏
板
よ
り
奥
に
す
る
こ
と
で
雨
水
が
漆
喰
塗
り
下
地
に
回
ら
な

い
よ
う
に
す
る
。

２

工
事
組
織

本
工
事
の
内
、
既
存
多
聞
櫓
解
体
工
事
は
大
洲
城
天
守
閣
復
元
工
事
の
一
部
と
し

て
行
な
わ
れ
た
た
め
工
事
組
織
等
は
本
文
の
第
五
章
第
二
節
の
工
事
関
係
者
の
欄
を

参
考
に
さ
れ
た
い
。
一
方
、
修
理
工
事
は
天
守
閣
復
元
工
事
と
は
別
に
大
洲
市
よ
り

工
事
発
注
を
受
け
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
工
事
関
係
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

発
注
者

大
洲
市

設
計
監
理

統
括

�
三
宿
工
房

冨
士
川
俊
輔

協
力

竹
林
舎
建
築
研
究
所
�

木
岡
敬
雄

〃

�
前
川
建
築
研
究
室

前
川

康

施
工
者

�
間
組
四
国
支
店

大
洲
城
作
業
所

所
長

外
舘

寛

主
任

中
村
一
男

各
工
事
担
当
者
一
覧

木
工
事
、
建
具
工
事

�
菅
野
建
設

菅
野
隆
次

左
官
工
事

�
城
ノ
戸
技
建

城
ノ
戸

忠

屋
根
工
事

�
日
野
吉
瓦
工
業

川
島
博
美

塗
装
工
事

�
内
藤
工
業

内
藤
昌
典

３

工
事
工
程

全
体
工
程
表
参
照
の
こ
と

４

工
事
実
施
仕
様

〈
重
要
文
化
財
台
所
櫓
、
高
欄
櫓
に
付
属
す
る
多
聞
櫓
の
解
体
工
事
〉

�
仮
設
、
養
生

解
体
す
る
多
聞
櫓
は
平
屋
の
た
め
枠
足
場
等
で
足
場
を
組
み
解
体
す
る
。
解
体

作
業
に
あ
た
っ
て
は
重
要
文
化
財
の
台
所
櫓
、
高
欄
櫓
に
傷
を
付
け
ぬ
よ
う
入
念

に
養
生
を
行
な
う
こ
と
。
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�
木
部
解
体

解
体
は
復
元
さ
れ
た
多
聞
櫓
の
部
分
に
限
定
し
櫓
本
体
の
柱
や
受
け
材
は
手
を

加
え
ぬ
よ
う
に
す
る
。
貫
や
出
桁
な
ど
台
所
櫓
、
高
欄
櫓
と
絡
ん
だ
部
材
の
取
り

外
し
に
は
櫓
本
体
の
部
材
に
傷
が
付
か
ぬ
よ
う
慎
重
を
期
す
こ
と
。

�
左
官
解
体

解
体
は
復
元
さ
れ
た
多
聞
櫓
の
左
官
部
分
に
限
定
し
櫓
本
体
に
接
す
る
部
分
は

必
要
最
低
限
の
部
分
に
限
っ
て
剥
ぎ
取
る
こ
と
。
小
舞
竹
は
各
櫓
の
柱
に
釘
打
ち

さ
れ
て
い
る
た
め
、
取
外
し
は
慎
重
を
期
し
各
櫓
本
体
の
小
舞
竹
を
傷
め
ぬ
よ
う

に
す
る
こ
と
。

�
屋
根
解
体

解
体
は
復
元
さ
れ
た
多
聞
櫓
の
屋
根
部
分
に
限
定
し
、
櫓
本
体
に
属
す
る
屋
根

は
解
体
せ
ぬ
よ
う
に
す
る
。
台
所
櫓
、
高
欄
櫓
と
絡
ん
だ
部
分
の
瓦
の
取
り
外
し

に
は
慎
重
を
期
し
て
行
な
う
事
。
多
聞
櫓
の
屋
根
の
架
か
っ
て
い
た
部
分
は
各
櫓

本
体
の
屋
根
下
地
の
土
居
葺
き
が
現
れ
た
状
態
で
解
体
を
止
め
る
こ
と
。
銅
板
の

谷
樋
は
再
使
用
の
た
め
解
体
せ
ず
そ
の
ま
ま
と
す
る
こ
と
。

�
解
体
調
査

多
聞
櫓
の
解
体
に
当
た
っ
て
は
旧
材
の
仕
口
や
痕
跡
の
実
測
調
査
を
行
な
う
こ

と
。

�
解
体
し
た
部
材
に
つ
い
て

多
聞
櫓
の
部
材
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
大
洲
市
教
育
委
員
会
の
担
当
者
と
協

議
の
上
判
断
す
る
こ
と
。

〈
重
要
文
化
財
台
所
櫓
、
高
欄
櫓
の
修
理
工
事
〉

木
工
事

修
理
工
事
に
伴
う
木
工
事
の
内
容
は
以
下
の
通
り
と
す
る
。

台
所
櫓
で
は
、
北
多
聞
櫓
か
ら
入
る
部
分
の
床
板
を
大
面
取
り
と
す
る
。
床
下
点

検
用
に
一
箇
所
、
床
板
の
留
め
を
和
釘
か
ら
ビ
ス
に
換
え
る
。
床
板
の
継
ぎ
目
で

反
り
の
著
し
い
部
分
に
限
り
目
違
い
は
ら
い
を
施
す
。

高
欄
櫓
石
落
し
の
外
部
下
見
板
お
よ
び
二
階
廻
り
縁
高
欄
の
う
ち
腐
朽
の
著
し
い

部
材
に
つ
い
て
は
、
旧
規
に
倣
っ
て
新
た
な
部
材
に
取
換
え
る
。

（
一
）
木
材

修
理
工
事
で
使
用
す
る
木
材
は
旧
材
に
倣
う
。
使
用
木
材
は
白
太
を
含
ま

な
い
赤
身
の
材
と
す
る
。
い
ず
れ
も
抜
節
死
節
、
ア
テ
等
の
欠
点
の
な
い

も
の
と
す
る
。
納
入
時
の
含
水
率
は
構
造
材
で
二
〇
％
以
下
、
造
作
材
で

一
八
％
以
下
と
す
る
。
以
上
の
数
値
は
全
断
面
の
平
均
値
と
す
る
。

（
二
）
金
物

和
釘

見
え
掛
り
部
分
は
和
釘
を
使
用
す
る
。
形
状
、
大
き

さ
等
は
旧
材
に
倣
う
。

洋
釘

見
え
隠
れ
部
分
は
洋
釘
を
使
用
す
る
。

（
三
）
解
体

解
体
に
先
立
っ
て
修
理
箇
所
以
外
の
部
材
に
傷
が
つ
か
ぬ
よ
う
養
生
を
入

念
に
行
う
。

部
材
の
解
体
に
際
し
て
も
慎
重
を
き
し
、
他
の
部
材
を
傷
め
ぬ
よ
う
心
が

け
る
こ
と
。

解
体
部
材
に
つ
い
て
は
監
督
員
の
指
示
に
従
っ
て
取
り
扱
う
。

（
四
）
加
工

材
料
は
材
料
検
収
に
合
格
し
た
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
。
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取
替
え
部
材
の
形
状
、
仕
口
等
は
元
の
部
材
に
倣
い
加
工
す
る
こ
と
。
取

替
え
材
に
つ
い
て
は
見
え
隠
れ
部
分
に
修
理
年
号
を
烙
印
す
る
こ
と
。

（
五
）
組
上
げ

組
上
げ
に
際
し
て
は
、
ク
レ
ー
ン
の
他
、
滑
車
、
ロ
ー
プ
等
を
用
い
、
安

全
か
つ
慎
重
に
組
み
立
て
る
。

（
六
）
養
生

各
部
材
は
入
念
に
養
生
を
し
、
組
上
げ
時
に
傷
が
付
か
な
い
よ
う
充
分
注

意
す
る
。

左
官
工
事

修
理
工
事
に
伴
う
左
官
工
事
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

各
櫓
と
も
外
壁
漆
喰
を
塗
り
な
お
す
。
中
塗
り
以
下
の
下
地
は
現
状
の
ま
ま
と
す

る
。
た
だ
し
、
ひ
び
割
れ
が
荒
壁
部
分
に
達
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
関
し
て
は
下
地

か
ら
補
修
す
る
。

台
所
櫓
一
階
の
格
子
窓
も
あ
わ
せ
て
塗
り
直
す
。

軒
裏
の
剥
落
箇
所
は
下
地
か
ら
塗
り
直
す
。

全
て
の
破
風
は
下
地
か
ら
塗
り
直
す
。

剥
ぎ
取
っ
た
漆
喰
お
よ
び
土
の
処
分
も
工
事
に
含
む
。

（
一
）
外
壁
漆
喰
塗
り

ア

材
料
お
よ
び
調
合

昭
和
四
十
五
年
の
台
所
櫓
・
高
欄
櫓
修
理
工
事
総
合
報
告
書
の
仕
様
に
拠

る
。

イ

漆
喰
塗
り

修
理
工
事
総
合
報
告
書
の
仕
様
に
拠
る
。
塗
り
上
げ
後
は
急
激
な
乾
燥
を

避
け
適
度
な
養
生
を
行
う
。

（
二
）
台
所
櫓
軒
先
剥
落
部
分
、
各
櫓
の
破
風
板
お
よ
び
妻
壁
部
分
の
漆
喰
塗
り

ア

材
料
お
よ
び
調
合

修
理
工
事
総
合
報
告
書
の
仕
様
に
拠
る
。

イ

下
地

修
理
工
事
総
合
報
告
書
の
仕
様
に
拠
る
。

ウ

漆
喰
塗
り

修
理
工
事
総
合
報
告
書
の
仕
様
に
拠
る
。
塗
り
上
げ
後
は
急
激
な
乾
燥
を

避
け
適
度
な
養
生
を
行
う
。

軒
先
、
破
風
板
等
の
曲
線
に
つ
い
て
は
型
板
を
使
用
し
正
確
に
塗
り
上
げ

る
。

（
三
）
土
間
た
た
き
仕
上
げ

傷
ん
だ
既
存
土
間
た
た
き
を
厚
さ
五
㎝
ほ
ど
剥
ぎ
取
り
、
新
た
に
た
た
き

仕
上
げ
を
施
す
。

た
た
き
は
山
土
○
・
五
�
、
マ
サ
土
○
・
五
�
、
消
石
灰
一
六
○
㎏
、
塩

化
カ
ル
シ
ウ
ム
一
○
㎏
の
割
合
で
調
合
し
た
も
の
を
標
準
と
し
て
使
用
し
、

よ
く
叩
き
固
め
る
。

建
具
工
事

修
理
工
事
に
伴
う
建
具
工
事
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

台
所
櫓
東
入
口
は
開
閉
に
支
障
が
無
い
よ
う
に
戸
車
の
交
換
、
敷
居
、
鴨
居
お
よ

び
鍵
の
調
整
を
行
う
。

台
所
櫓
南
入
口
も
戸
車
の
交
換
、
敷
居
、
鴨
居
の
調
整
を
行
う
。
敷
居
に
は
戸
車

用
敷
金
と
し
て
真
鍮
板
を
敷
く
。

高
欄
櫓
東
入
口
も
開
閉
に
支
障
が
無
い
よ
う
に
戸
車
の
交
換
、
敷
居
、
鴨
居
お
よ
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び
鍵
の
調
整
を
行
う
。

戸
板
の
う
ち
で
傷
ん
だ
板
は
取
換
え
る
。
戸
板
の
固
定

は
旧
規
に
な
ら
う
。
取
換
え
材
に
つ
い
て
は
見
え
隠
れ
部
分
に
修
理
年
号
を
烙
印

す
る
こ
と
。

（
一
）
建
具
修
理

板

旧
材
に
倣
う
。

和
釘

見
え
掛
り
部
分
は
和
釘
を
使
用
す
る
。
形
状
、
大
き
さ
等
は
旧

材
に
倣
う
。

洋
釘

見
え
隠
れ
箇
所
は
洋
釘
を
使
用
す
る
。

戸
車

旧
材
に
倣
う
。
台
所
櫓
南
面
入
口
板
戸
の
み
真
鍮
製
と
す
る
。

敷
金

入
口
敷
金
（
戸
車
レ
ー
ル
）
真
鍮
板

厚
さ
三
㎜
ビ
ス
留
め
。

塗
装
工
事

修
理
工
事
に
伴
う
塗
装
工
事
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）
黒
色
塗
装

外
部
下
見
板
お
よ
び
格
子
窓
、
破
風
飾
り
の
懸
魚
等
は
墨
な
ど
で
黒
く
塗

装
す
る
。
塗
料
に
つ
い
て
は
事
前
に
見
本
品
を
提
出
し
監
督
員
の
許
可
を

得
る
事
。

（
二
）
古
色
塗
り

新
調
し
た
部
材
の
内
、
木
地
の
部
分
に
つ
い
て
は
古
色
塗
り
を
施
す
。
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第
六
節

工
事
写
真

一

仮
設
工
事

木材加工場 全景

素屋根 全景

天守 外部足場（軒先足場）

木材加工場 内部
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二

石
垣
工
事

三

石
工
事

天守台石垣 既存石垣修理部分復旧積み完了

天守 礎石・束石据付完了

天守台石垣 新石加工積み増し完了

多聞櫓 礎石・束石据付完了
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四

基
礎
工
事

天守 基礎スラブ

天守 機械併用深礎杭 鉄筋籠吊込作業状況

北多聞櫓 基礎スラブコンクリート打設状況

天守 基礎配筋組立状況
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五

木
工
事

天守 三層建方完了

天守 土台取付け完了

天守 一層建方完了

天守 二層建方完了
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天守 四層建方完了

天守 四層野母屋・棟木取付け完了

天守 四層化粧垂木取付け完了

天守 四層野地板貼り完了
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天守 大千鳥破風取付け状況

天守 唐破風懸魚・妻壁板取付け完了

天守 大千鳥破風懸魚・妻壁板取付け完了

天守 外壁下見板取付け状況
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天守 内法長押取付け状況

天守 床板張り状況

天守 三階壁板張り状況

天守 敷居取付け状況
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天守 階段取付け状況

多聞櫓 建方状況

多聞櫓 小屋組状況

多聞櫓 鉄炮狭間取付け

156

／大洲城復元報告書２００５．１１／本文－１～８章／第５章  2022.12.07 11.33.47  Page 156 

156



天守 心柱と丸太梁の仕口

天守 土台継手
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六

左
官
工
事

天守 大壁内部 荒壁土返し塗り完了

天守 外部大壁 竹小舞組及び下げ縄取付け状況

天守 外部大壁 荒壁土打ち状況

天守 外部大壁 目潰し前横縄・下げ縄張り状況
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天守 外部大壁 斑直し前縦・横・下げ縄張り状況

天守 外部大壁 中塗土塗り完了

天守 外部大壁 斑直し土塗り完了

天守 外部大壁 漆喰仕上げ状況
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天守 軒裏 竹小舞取付け状況（見上げ）

天守 軒先 砂漆喰下擦り状況

天守 破風 割り竹小舞取付け状況

天守 軒先・軒裏 砂漆喰下擦り状況
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天守 軒先・軒裏 漆喰仕上げ状況

天守 破風 漆喰仕上げ状況

天守 軒先・軒裏 漆喰仕上げ完成

天守 破風 漆喰仕上げ完了
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漆喰塗り戸 ひげこ取付け状況

天守 土間たたき 下層敷き固め状況

漆喰塗り戸 漆喰仕上げ状況

天守 土間たたき完了

162

／大洲城復元報告書２００５．１１／本文－１～８章／第５章  2022.12.07 11.33.47  Page 162 

162



七

屋
根
工
事

天守 四層入母屋 掛瓦葺き状況

天守 四層 土居葺き完了

天守 四層 瓦桟取付け完了

天守 四層 瓦葺き完了

163

／大洲城復元報告書２００５．１１／本文－１～８章／第５章  2022.12.07 11.33.47  Page 163 

163



天守 四層 降り棟・隅棟

天守 二層 大千鳥瓦葺き完了

天守 三層 唐破風瓦葺き完了

西多門櫓 瓦葺き完了
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八

建
具
工
事

西多門櫓 窓漆喰塗り戸取付け

天守一階 入口漆喰塗り大戸取付け

北多聞櫓 窓漆喰塗り戸取付け

西多門櫓 入口板戸取付け
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九

板
金
金
物
工
事

隅柱緊結用ステンレス金物

屋根土居葺銅板 施工状況

窓水抜き銅管

階段中央仕切りステンレス手摺
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十

塗
装
工
事

外壁下見板黒色塗装状況

火灯窓枠黒色塗装状況

窓枠及び格子黒色塗装状況

懸魚黒色塗装状況
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十
一

雑
工
事

台所櫓 入口木床組及び受付ブース完成

防腐処理 床下木部塗布状況

防蟻処理 乳剤散布状況

木軸組み強度試験状況
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十
二

付
帯
設
備
工
事

火災報知設備副受信機

総合盤（受付ブース内）

監視カメラ及びスピーカー

避雷針施工状況
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屋内消火栓ポンプユニット

屋内消火栓

据置式消火器
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犬走りたたき仕上げ状況

屋外サイン設置状況

ライトアップ照明設置状況
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十
三

重
要
文
化
財
修
理
工
事

台所櫓 増築部解体完了

台所櫓増築部 解体状況

高欄櫓増築部 解体状況

高欄櫓 増築部解体完了
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台所櫓 初重床板 修理完了

高欄櫓 石落し 外部下見押縁加工状況

高欄櫓 石落し 外部下見板修理状況

高欄櫓 高欄 地覆修理前状況
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高欄櫓 高欄 擬宝珠柱加工状況

高欄櫓 高欄 修理完了

高欄櫓 二層入母屋破風 懸魚裏補強板取付け状況

高欄櫓 高欄 組立状況
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高欄櫓 二層入母屋破風 懸魚・妻壁板修理完了

台所櫓 土台 竹小舞取付け完了

台所櫓 外部大壁 漆喰撤去完了

台所櫓 外部大壁 砂漆喰塗り状況
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台所櫓 外部大壁 漆喰仕上げ完了

台所櫓 二層入母屋破風 割竹小舞取付け状況

台所櫓 二層入母屋破風 漆喰撤去完了

高欄櫓 二層入母屋破風 修理完了
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台所櫓 土間たたき 表層剥取り撤去完了

高欄櫓 片引大戸 戸板修理完了

台所櫓 土間たたき 打替え施工状況

台所櫓 外部下見板 塗装完了
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台所櫓 修理完了 南面外観

台所櫓 修理完了 北面外観

高欄櫓 修理完了 南面外観

台所櫓 修理完了 東面外観

高欄櫓 修理完了 西面外観

高欄櫓 修理完了 東面外観
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